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HODAKA ELECTRONICS LABO.LTD

デジタルメモリー式自動巻線絶縁試験器

型式（３ｋＶ）：ＨＷＴ－３０７ＡＭ

型式（５ｋＶ）：ＨＷＴ－５０７ＡＭ

◎ 概 要

本器は、高電圧衝撃波を被試験試料に印加して試料のインダクタンスを比較して

巻線の比対称及び絶縁破壊状態を検出する装置で、断線・ショート・レヤー放電

レヤーショート・高周波微小放電等の不良を自動判定し、良・否の判定結果を

ＬＣＤカラーモニターに表示します。

◎ 特 徴

マスター波形はデジタルメモリー式で、測定は最大７ステップで最大７ポイントの

測定箇所を任意に指定でき、最大約１０００機種の測定設定データを保存できます。

商用電源同期型で試験回数が多い（１秒間に 50/60 回試験します）ので、不確実な

不良も見逃しにくく、不良検知は目視では確認できない微小放電を発見出来ます。

不良判定レベル設定は波形ズレ不良と微小放電不良とは別になっており、不良時も

どちらの不良か識別できます。

◎ 仕 様

衝 撃 波 電 圧 ３ｋＶ型：０～３ＫＶo-p ５ｋＶ型：０～５ｋＶo-p

比 較・判 定 メモリーされたマスターコイルの振動波形と測定側の振動波形を同

期させ波形全体を時間軸に沿って電圧差を比較します。

微小放電等はフィルターで分別し独立して表示判定します。

サージ波出力 商用電源に同期したコンデンサーの充放電による。50/60 回/SEC

印 加 時 間 ０．１ｓeｃ～４ｓeｃ

ス テ ッ プ 数 最大７ステップ

測定ポイント数 最大７ポイント（タップ数）

データメモリー数 １～３ステップで約１０００機種

４～７ステップで約５００機種

インターフェース ＳＴＡＲＴ／ＲＥＳＥＴ入力。ＲＥＡＤＹ,ＢＵＳＹ,ＥＮＤ,ＧＯＯＤ,各ＮＧ無電圧出力

ＲＳ－２３２Ｃ外部メモリー呼び出し用

ＬＣＤモニター １５ｃｍ ５．７型 ＶＧＡ ＬＥＤバックライト

電 源 ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ ５０／６０Ｈｚ ２５０ＶＡ

外 径 寸 法 (Ｗ)４３０ × （Ｈ）２００ × （Ｄ）４５０
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◎ 設定データ

１．機 種 名 英数文字１５桁

２．試 験 電 圧 ３ｋＶ型：０～３ｋＶ（ステップ毎で電圧可変できます）

５ｋＶ型：０～５ｋＶ（ステップ毎で電圧可変できます）

３．掃 引 時 間 ８段階切替（２５μ～４ｍＳ）

４．ＬＦ不良レベル ０～１００％ １レンジ

ＬＦ：波形ズレやレヤー放電

５．ＨＦ不良レベル ０～１００％（Ｌ／Ｍ／Ｈ）３レンジ

ＨＦ：高周波の微小放電

６．試 験 時 間 ０．１～４ｓｅｃ、手動（連続）

７．測定ポイント 最大７箇所

８．測定ステップ 最大７ステップ

◎ 波形表示モード（出荷時に設定します）

最速モード：１ステップ目のモデル波形を表示した状態で設定したステップを測定しま

す。ＮＧが出た場合は、その測定波形を表示します。

通常はこのモードで出荷します。

波形表示モード：各ステップの測定波形を表示します。（ＯＫ／ＮＧ両方）

波形を表示するのに少し時間がかかるのでトータルの試験時間が長くなります。

{測定時間＋ＯＫ／ＮＧの波形表示時間（約２秒）}
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◎ コネクタ仕様

・Ｌ．Ｘ高圧コネクタ（８Ｐ）

L.X
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大型高圧コネクタ８Ｐ

L.X

1

2

3

4

5

6

7

測定ポイント

印加電圧出力用コネクタです。１～７ポイント間で任意に測定ポイントを選べます。

・ＣＯＮＴ．コネクタ（４Ｐ）

CONT.
1

2

3

4

(START)

(RESET)

(COM.)

CONT.

マイクコネクタ４Ｐ

ＣＯＭ．とショートでＯＮ
接点又はオープンコレクタ（ＤＣ２４Ｖ）

スタート／リセット入力用コネクタです。

・ＯＵＴコネクタ（２４Ｐ）

無電圧接点出力です。

OUT

OUT
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(READY)

(BUSY)

(END)

(LF NG)

(HF NG)

(TOTAL NG)
無電圧接点信号

(AUTO)

COM

無電圧接点信号

(No Data)

(EXT)
現在未使用
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・ＰＣ－２（Ｄ－ｓｕｂ２５Ｐ）ＲＳ－２３２Ｃ

PC-2

外部機器（ＰＬＣ等）からの製番コード入力コネクタです。

製番コード用データレジスタＤＭ、アスキーまたはバイナリを出荷時に設定。

・ＧＮＤ（ターミナル）
GND

筐体アースです。

・電源コネクタ
AC100V
50/60Hz
AC100V
50/60Hz

本器の電源コネクタです。ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ ２５０ＶＡ

株式会社 穂高電子技術研究所

製番（英数文字１５桁までのアスキーまたはバイナリ）を読み込み、本

器にメモリーされているデータを呼び出します。

多種製品の完全自動ﾗｲﾝやバーコード管理の場合に便利です。
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◎ 判定について

１．メモリーされた基準（マスターコイル）と比較して良・不良の自動判定を行います。

２．判定するコイルは例えば主コイル（1-2 間）、補コイル（2-3 間）、全体コイル（3-1 間）

Ｓ１（2-4 間）、Ｓ２（4-5 間）、Ｓ３（5-6 間）、Ｓ４（6-3 間）等のステップを連続

試験して自動判定を行う事が出来ます。

（各ステップのサージ電圧は可変設定出来ます）

2
C(共通)

S1 S2

4

S3 S4

5 6 3
A(補)

M

1
M(主)

３．不良について

図 3－1 マスターコイルとテストコイルの波形が重なり、一本の線
で見えている良品波形です。

図 3－2 マスター波形に対してテスト波形がずれている場合で、波

図

図

良品
形が振らつかず安定している状態。（コイルのターン数違

い、コイルのターン数が合っていても成型時によるコイル

変化）

3－3 コイルの一部がレアー放電、及び大きくレヤー

波形ズレ
不良として振らついている状態。

3－4 波形は重なっていますが、一部の箇所で連続ではなく

レヤー放電
微小放電している状態。
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コロナ放電
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図 3－5 立ち上がりだけ細く波形が出た後、振動しない。
図 3－2 波形が振動せず、ゆっくりと減衰ｊしている。

ショート
株式会社 穂高電子技術研究所

断線



◎ 外形図
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AUTOMATIC WINDING INSULATION TESTER
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50/60Hz

FUSE
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ＫＥＹ ＢＯＡＲＤ
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→← ENT
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SET
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Model名

STEP 1
1000V

PH 1

T 0.5s
S 1ms
CG Mid
HF 50%

PASS

PL 2

TOTAL GOOD

ＰＲＯＧＲＡＭ ＩＮＤＩＣＡＴＯＲ

GOOD

AUTO

BUSY

MANU

END NG

LF

HF

READY

H.V

MODEL:HWT-307AM

NO GOOD

LF 50%

HF 5%
LF 7%

OUT

HF


